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研究成果の概要（和文）：本研究では、近世ヴェネツィアにおけるゲットーの成立と拡大の過程

について検討し、金融業者を中心とするユダヤ人を集住させるための装置として成立したゲッ

トーが、16 世紀中葉以降の拡大によって、ユダヤ商人の定着を促す特権としての性格を帯びて

いったことを明らかにした。また、ゲットーで暮らすユダヤ人がキリスト教徒の都市民と完全

に隔絶されていたわけではなく、むしろ日常的に多様な関係を取り結んでいたことについても

考察した。 
 
研究成果の概要（英文）：This study focused on the process of the establishment and the 
subsequent expansions of the Venetian Ghetto. It showed that while the ghetto was made 
for compulsory concentration of the Jews, it functioned as a sort of privilege for the Jewish 
merchants seeking their own residence as it was enlarged from the mid 16th century. 
Jewish inhabitants in the ghetto were not completely segregated from the Christian people 
in the city, interacting with them on many different ways in daily life. 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究の当初の目的は、ヴェネツィアをは
じめとする近世イタリア諸都市において、キ
リスト教徒の都市民とマイノリティとして
のユダヤ人がどのような関係を取り結んで
いたのかを考察するために、各都市によるユ
ダヤ人政策の展開過程や、キリスト教徒とユ
ダヤ人の交流や摩擦の諸相について検討す
ることにあった。それは、近世イタリア諸都
市、とりわけヴェネツィアにおいて、ユダヤ
人が経済的に重要な役割を果たすとともに、
その存在が都市社会に多様な影響を与えて
いることが指摘されながらも、それぞれ豊富
な成果が蓄積されているイタリア都市史研
究とユダヤ史研究の成果が必ずしも有機的
に接合されず、また差別され、排除されるマ
イノリティとしてのステレオタイプ化され
たユダヤ人像が広く普及しているために、キ
リスト教徒の都市民や旅行者とユダヤ人と
の間で結ばれたさまざまな関係について、具
体的にはあまり提示されていなかったから
である。 
 しかしながら、中世地中海商業で繁栄し、
ヨーロッパ経済において重要な地位を確立
していたヴェネツィアに代表されるイタリ
ア諸都市が、近世初頭の経済的、政治的な変
動に対応できずに次第に凋落していくなか
で、ユダヤ商人の経済力に着目して、むしろ
積極的に都市内に誘致して経済の活性化を
図る一方、宗教改革の進展にともなう宗派間
の不寛容な潮流から、ローマ教皇庁の指示や
圧力によって、金融業者を中心とするユダヤ
人をゲットーに隔離していくことは、ユダヤ
人の追放が一般化したフランスやドイツと
異なるイタリアの大きな特徴であった。した
がって、イタリア諸都市のユダヤ人政策や、
日常生活におけるユダヤ人の活動の実態を
明らかにすることは、単にユダヤ人のおかれ
ていた状況を解明するだけでなく、中世やル
ネサンス期に比べて研究が手薄な近世イタ
リア都市社会の諸相を理解するうえで、きわ
めて重要な意味を持つはずである。 
 こうした見通しのうえにたって、本研究で
は、研究代表者がこれまで取り組んできた近
世ヴェネツィアの政治社会史研究を基盤と
しつつ、マイノリティとしてのユダヤ人の居
住の場であるゲットーの成立と展開の過程
や、そこでの日常生活を通じて形成されるキ
リスト教徒との関係性を描き出すことが計
画された。 
 
 
２．研究の目的 
 近世イタリア諸都市におけるキリスト教
徒とユダヤ人の関係性について考察するた
めに、本研究では具体的に以下の 2 つの課題
を設定した。 

 
 ①イタリア諸都市におけるゲットーの成
立と展開 
 ②キリスト教徒とユダヤ人の交流や摩擦 
 
近世イタリア諸都市のユダヤ人政策にお

いては、ゲットーの成立と普及が大きな特徴
となっている。ユダヤ人共同体やその代表者
に与えられる特許状によって認められたゲ
ットーへの居住は、キリスト教徒の市民によ
って構成される都市政府とユダヤ人との間
で結ばれた公的、政治的な関係性を端的に表
すものである。しかも、ゲットーの成立事情
やその後の展開過程は、各都市の政治的、経
済的、社会的な諸条件に規定されており、そ
こにそれぞれの都市社会が有する特徴を見
出すことが可能となるはずである。上記課題
①は、こうした点について具体的に考察する
ことを目的としている。 
 一方、ゲットーがユダヤ人を都市社会の内
部に定住させるための装置である以上、ユダ
ヤ人の金融業者や商人とその顧客、ユダヤ人
医師と患者、ユダヤ知識人とキリスト教の聖
職者や知識人との間では、日常的な接触や交
流があり、それを通じてさまざまな関係性が
構築されていたことは容易に推測される。し
かしながら、都市政府とユダヤ人との公的な
関係性をみるだけでは、キリスト教徒の都市
民や旅行者とゲットーに暮らすユダヤ人の
日常的な関係性を必ずしも明らかにできる
わけではない。そこで、両者の多様な人間関
係を具体的に解明するために、上記課題②が
設定された。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究では、具体的な研究課題①「イタリ
ア諸都市におけるゲットーの成立と展開」に
ついて、研究代表者が従来から研究対象とし
てきたために先行研究や史料の多くが入手
済みであるヴェネツィアを中心に検討する
こととした。しかもヴェネツィアは、対抗宗
教改革にともなうローマでのゲットー設置
に先駆けて、16 世紀初頭にゲットーを創設し
ていることから、ゲットー成立が都市固有の
事情によるものであることは明らかである。
そもそも、強制的なユダヤ人居住区を示す
「ゲットー」という用語自体がヴェネツィア
に由来するものであり、ここで創設された強
制的なユダヤ人居住区が 16 世紀半ば以降に
イタリア各地で設置されるゲットーのモデ
ルとなったことから、ヴェネツィアのゲット
ーの成立と拡大の過程や背景について詳細
に検討することで、都市社会におけるゲット
ーの位置づけや機能が明らかになることが
期待される。 
 一方、課題②「キリスト教徒とユダヤ人の



 

 

交流や摩擦」については、キリスト教徒やユ
ダヤ人の自伝や日記、あるいはヴェネツィア
やイタリア各地を訪れた旅行者の観察など
を史料として、ゲットーでの日常生活におけ
るキリスト教徒との接触、宗教的、文化的な
交流、あるいは都市支配層との政治的、社会
的な関係性など、重層的で可変的な結びつき
のあり方を明らかにしていくことを目指し
た。とくに、16 世紀末から 17 世紀前半にか
けてヴェネツィアのゲットーで活躍したユ
ダヤ知識人のレオン・モデナの自伝について
詳細に検討することで、キリスト教の聖職者
や都市支配層、旅行者との交流の様子や、両
者の間に築かれた人間関係の性質について
看取できるはずである。 
 
４．研究成果 
 本研究において設定した課題①「イタリア
諸都市におけるゲットーの成立と展開」に関
して、まず都市支配層におけるユダヤ人やゲ
ットーに関する認識を確認するために、ゲッ
トー創設にいたる都市議会での「議論」の内
容や性格について、ヴェネツィア貴族Ｍ・サ
ヌートの日記を史料として検討した。その成
果は、口頭発表ののち論文「ヴェネツィア貴
族と「議論」―16 世紀におけるゲットーとユ
ダヤ人をめぐる事例から―」としてまとめ、
公表した。 
 またイタリア半島で最初に強制的なユダ
ヤ人居住区を成立させ、「ゲットー」の名称
の起源となったヴェネツィアのゲットーの
成立とその後の 2度わたる拡大の過程や背景
について、都市議会が公布したゲットー関連
法令や先行研究などに基づいて検討した。そ
の結果、都市民の金融需要を満たすためにユ
ダヤ人を都市に定着させ、その経済力を利用
したい都市政府と、聖職者や都市民の間に広
がる反ユダヤ感情の妥協の産物として成立
したゲットーが、地中海商業活性化のために
誘致をはかっていたユダヤ商人側からの要
求に応じる形で拡大されたことにより、一種
の特権としての性格を持つようになったこ
とが確認された。さらに、排除の対象として
のアシュケナジムのユダヤ人と、誘致の対象
としてのセファルディムのユダヤ商人が同
じゲットーを共有して、混住している点に、
ヴェネツィアのゲットーの特殊性を見出す
ことができた。これらの成果は、論文「ヴェ
ネツィアにおけるゲットーの創設」および
「近世ヴェネツィアにおけるゲットーの拡
大」にまとめ、公表した。 
 次に、課題②「キリスト教徒とユダヤ人の
関係性」について、17 世紀前半に活躍したユ
ダヤ知識人レオン・モデナの自伝を史料とし
て検討した。その結果、ゲットーではキリス
ト教の聖職者や都市支配層、あるいはヴェネ
ツィアを訪れる外国人旅行者などがユダヤ

人と宗教的、文化的な交流を行っていたこと、
また都市支配層との間には恩顧や保護を期
待しうるパトロネイジ関係も成立していた
こと、しかしながらそのような関係は、なん
らかの契機によって都市民の反ユダヤ感情
が高まった時期には、無力化や破綻の危険性
をはらむ不安定なものであったことなどを
確認することができた。これらの成果は、学
会等における口頭発表を行った後、その一部
を論文「近世ヴェネツィアのユダヤ知識人と
キリスト教徒」として公表した。 
さらに、都市社会におけるマイノリティと

してのユダヤ人は、ゲットーという隔離的な
居住区に押し込められる一方、都市外に広が
る広範なネットワークのうえで盛んに移動
する流動性の高い集団でもあった。こうした
点をふまえ、ヴェネツィアにおける同じマイ
ノリティとしてのムスリム商人や黒人奴隷
などとの比較を通して、ユダヤ人の置かれた
状況にみられる特徴を明らかにし、共編著
『クロスボーダーの地域学』における都市社
会でのマイノリティ論に反映させた。 
一方、本研究の主たる対象となったヴェネ

ツィアをはじめ、ボローニャ、パルマ、モデ
ナ、レッジョ・エミーリャといったポー川流
域の諸都市や、ユダヤ商人の誘致に成功し、
ヴェネツィアと対抗しうる港湾都市となっ
たアンコーナにおいて現地調査を実施した。
そこでは、主として旧ゲットー地区の範囲や
旧市街地での立地条件、シナゴーグやユダヤ
人関連施設と、大聖堂や恵座活動の中心地区
との位置関係などについて可能な限り確認
し、資料収集も行った。 
 なお本研究において当初予定されていた
ローマやフィレンツェといった中北部イタ
リアの大都市については、先行研究等の収集
には着手したものの、現地調査は実現せず、
ユダヤ人政策やゲットーに関する比較史的
な観点からの具体的な検討には至らなかっ
た。そのため、調査範囲を縮小し、確実に成
果を得られるヴェネツィアについての考察
を優先して実施した。 
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